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埼
玉
工
大
研
究
紀
嘆

一
は
じ
め
に

筆
者
は
、
尾
張
藩
に
お
け
る
新
陰
柳
生
流
に
関
し
て
研
究
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
新
陰
柳
生
流
は
、
十
六
世
紀
末
に
江
戸
と

尾
張
の
二
つ
の
地
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
流
儀
を
展
開
し

て
い
く
。
特
に
江
戸
の
柳
生
家
は
、
徳
川
将
軍
家
の
兵
法
師
範

役
の
任
に
就
き
、
そ
の
流
は
一
刀
流
と
共
に
将
軍
家
の
御
流
儀

に
も
な
っ
た
。
一
方
尾
張
の
柳
生
家
は
と
い
う
と
、
尾
張
藩
藩

主
の
徳
川
家
と
共
に
発
展
し
、
流
祖
上
泉
秀
綱
の
教
え
を
守

り
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
世
の
尾
張
新
陰
柳
生
流
の
「
勢
法
（
か
た
）
」

の
変
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
は
、
こ
の
時
期
の
尾
張
藩

に
お
け
る
剣
術
に
関
し
て
、
そ
の
存
在
流
派
の
確
認
と
、
生
成

過
程
並
び
に
発
展
過
程
等
を
明
確
に
す
る
必
要
性
に
か
ら
れ

〉
。
Ｏそ

う
い
っ
た
折
、
一
昨
年
と
昨
年
の
二
回
、
名
古
屋
市
の
蓬

左
文
庫
に
あ
る
資
料
を
閲
覧
し
た
際
、
こ
の
時
期
の
資
料
を
若

近
世
尾
張
藩
の
剣
術
に
関
す
る
一
考
察千

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
を
基
に
、
近
世

の
尾
張
藩
に
お
け
る
剣
術
の
諸
様
相
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ

う
と
試
み
た
。

な
お
、
蓬
左
文
庫
で
得
ら
れ
た
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数
書
上
帳

師
家
姓
名

張
藩
武
術
師
系
録

尾
張
殿
師
役
帳

二
資
料
の
分
析

右
記
の
資
料
に
は
、
そ
の
著
さ
れ
た
時
期
が
明
記
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
の
う

ち
、
著
作
時
期
の
不
明
瞭
な
も
の
に
関
し
て
、
そ
の
資
料
内
容

か
ら
そ
の
時
期
を
限
定
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数
書
上
帳

こ
の
資
料
に
関
し
て
は
、
唯
一
そ
の
著
作
年
月
日
が
記
さ

れ
、
享
保
八
年
卯
七
月
に
著
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書

Ⅲｒ詞川卯〃

藤

純

一
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に
は
諺
尾
張
藩
の
武
術
流
派
名
が
記
さ
れ
、
射
芸
、
居
合
、
兵

法
剣
術
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
、
竹
林
流
、
関
口
流
、
無

二
流
な
ど
の
流
派
名
が
列
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
流
派
の
師
範

と
そ
の
門
弟
の
人
数
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
師
家
姓
名

こ
の
書
も
『
武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数
書
上
帳
』
同
様
に
、

尾
張
藩
の
武
術
諸
流
の
名
称
と
師
範
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
先
の
『
武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数
害
上
帳
』
の
柳

生
流
の
項
に
は
、
柳
生
忠
次
郎
、
猪
谷
只
四
郎
と
い
っ
た
人
物

の
名
が
見
ら
れ
る
。
『
御
家
中
は
し
り
廻
り
』
に
よ
れ
ば
、
こ

の
只
四
郎
は
十
六
歳
か
ら
指
南
を
始
め
、
猪
谷
流
を
開
流
し
た

（

１

）

と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
武
芸
師
範
之
輩
並
門

弟
人
数
害
上
帳
』
が
著
さ
れ
た
享
保
八
年
は
、
猪
谷
流
の
開
流

以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
『
師
家
姓
名
』
を
見

る
と
、
こ
こ
に
は
猪
谷
流
と
い
う
項
が
設
け
ら
れ
、
猪
谷
忠
蔵

（
只
四
郎
の
子
）
と
い
う
名
が
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ

と
は
、
『
師
家
姓
名
』
は
『
武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数
書
上

帳
』
よ
り
後
に
著
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
は
玄
流
と
い
う
流
派
名
が
記
さ
れ
、
服
部
某

と
い
う
師
の
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
玄
流
は
『
武
芸
流
派
大
事

典
』
に
よ
る
と
、
石
来
清
次
郎
が
宝
暦
頃
に
開
い
た
流
派
で
あ

（

２

）

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
系
図
を
辿
る
と
諺
石
来
の
門
弟
の
一

人
に
服
部
正
勝
と
い
う
人
物
名
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と

は
、
こ
の
害
に
見
ら
れ
る
服
部
某
は
、
正
勝
か
そ
の
子
の
正
時

に
あ
た
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
服
部
家
が
、
い
つ
頃
玄
流
を

継
承
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の

『
師
家
姓
名
』
は
玄
流
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宝
暦

以
後
に
著
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

（
三
）
張
藩
武
術
師
系
録

こ
の
書
は
、
そ
の
名
の
通
り
各
流
派
の
系
図
が
記
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
影
之
流
」
の
項
を
見
る
と
、
神
影

流
、
新
陰
流
、
柳
生
流
、
疋
田
影
流
、
心
貫
流
と
い
っ
た
流
派

名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
の
尾
張
柳
生
家
の
系
図
を
辿

っ
て
い
く
と
、
そ
の
最
後
に
は
柳
生
又
右
エ
門
厳
之
の
名
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
厳
之
は
、
『
武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数

害
上
帳
』
『
師
家
姓
名
』
に
記
さ
れ
て
い
る
柳
生
忠
次
郎
（
厳

檮
、
新
陰
柳
生
流
第
六
代
）
の
孫
に
あ
た
り
、
十
五
歳
の
時

（
文
化
元
年
）
に
父
親
の
厳
春
（
第
七
代
）
か
ら
印
可
を
受
け
、

新
陰
柳
生
流
第
八
代
を
継
承
し
た
が
、
同
九
年
に
逝
去
し
た
人

物
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
は
『
師
家
姓
名
』
よ
り
も
後
に
記
さ

れ
、
新
陰
柳
生
流
の
厳
之
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
文
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化
元
年
か
ら
同
九
年
の
間
に
著
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
他
流
派
の
師
家
名
の
所
に
そ
の
指
南
開
始
時
期
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
文
政
以
降
の
年
号
は
見
ら
れ
な
い
。
）

（
四
）
尾
張
殿
師
役
帳

こ
の
書
は
、
各
流
派
の
師
範
の
石
高
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
新
影
流
の
項
を
見
る
と
、
柳
生
新
六
（
厳
政
）

と
い
う
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
人
物
は
先
の
『
張
藩
武
術
師
系

録
』
に
見
ら
れ
た
柳
生
厳
之
の
弟
に
あ
た
り
、
文
政
四
年
に
新

陰
柳
生
流
第
九
代
厳
久
（
厳
之
の
子
）
の
他
界
に
伴
っ
て
、
新
陰

柳
生
流
第
十
代
と
な
り
、
嘉
永
二
年
に
引
退
、
そ
の
際
厳
久
の

子
厳
蕃
に
そ
の
座
を
譲
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
書
は

『
張
藩
武
術
師
系
録
』
よ
り
後
に
著
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
同
書
の
新
陰
流
の
項
に
は
市
橋
彦
太
郎
と
い
う
名
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
の
人
物
は
、
天
保
二
年
に
著
さ
れ
た
『
諸
稽

（

３

）

古
場
入
門
循
記
文
』
に
よ
れ
ば
、
文
政
十
一
年
に
入
門
し
、
天

保
十
一
に
目
録
を
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
尾
張
殿
師
役
帳
』
が
著
さ
れ
た

年
を
推
測
す
る
と
、
市
橋
が
目
録
を
授
け
ら
れ
た
天
保
十
一
年

以
降
で
、
柳
生
厳
政
が
引
退
し
た
嘉
永
二
年
以
前
と
い
う
こ
と

が
い
え
よ
う
。

以
上
、
四
資
料
の
著
作
時
期
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に

三
剣
術
の
諸
様
相

こ
こ
で
は
、
近
世
を
前
期
、
中
期
、
後
期
の
三
期
に
区
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
剣
術
様
相
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

二
）
近
世
初
期

尾
張
藩
で
は
、
近
世
初
期
に
お
い
て
刀
を
扱
う
術
を
示
す
言

葉
と
し
て
「
剣
術
」
と
「
兵
法
」
と
い
う
言
葉
が
存
在
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
区
別
し
て
用
い
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
『
尾
張
御
家
中
武
芸
は
し
り
廻
り
』
を
見
る
と
、
そ
こ
に

は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

剣
は
物
を
つ
ん
ざ
き
破
る
の
器
な
る
故
、
剣
術
と
の
象
い

ふ
時
は
物
を
割
破
る
の
道
也
。
ｌ
中
略
ｌ
剣
術
と
い
ふ
時

は
人
を
切
術
に
て
、
兵
法
と
い
ふ
時
は
人
に
切
ら
れ
ざ
る
術

也
。
ｌ
中
略
Ｉ
兵
法
剣
術
と
も
に
詰
り
身
を
全
ふ
し
て
忠

（

４

）

を
尽
さ
ん
と
欲
す
る
所
は
同
じ
。

な
る
。『

武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数
書
上
帳
』
（
享
保
七
年
八
月
）

『
師
家
姓
名
』
（
宝
暦
以
降
ｌ
文
化
元
年
）

『
張
藩
武
術
師
系
録
』
（
文
化
元
年
’
九
年
）

『
尾
張
殿
師
役
帳
』
（
天
保
十
一
年
ｌ
嘉
永
二
年
）



68

こ
の
よ
う
に
、
剣
術
と
は
人
を
切
る
術
を
指
し
、
兵
法
と
は
人

に
切
ら
れ
な
い
術
を
指
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
忠
義
を
尽
く
す
た
め
に
そ
れ
を
用
い
る
と
い

っ
た
点
に
お
い
て
は
、
同
意
の
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
の
『
尾
張
御
家
中
武
芸
は
し
り
廻
り
』
は
、
そ
の
名
の
通

り
尾
張
藩
に
お
け
る
武
芸
に
つ
い
て
書
か
れ
た
書
物
で
あ
る

が
、
そ
の
な
か
の
「
兵
法
の
事
」
の
項
を
見
る
と
、
次
の
よ
う

な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

古
は
御
国
の
兵
法
は
柳
生
流
、
武
蔵
流
の
翠
有
て
、
其
他

（

５

）

は
一
向
に
無
之

こ
の
こ
と
は
、
「
兵
法
」
の
最
初
の
流
派
は
、
柳
生
流
と
武
蔵
流

の
二
流
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
実

を
語
っ
て
い
る
時
代
に
つ
い
て
は
甚
だ
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、

宮
本
武
蔵
が
尾
張
を
後
に
熊
本
へ
赴
い
た
の
が
寛
永
十
七
年

二
六
四
○
）
で
あ
り
、
柳
生
宗
厳
が
上
泉
秀
綱
か
ら
新
陰
流

を
継
承
し
た
の
が
永
緑
八
年
（
一
五
六
五
）
で
あ
る
こ
と
か
ら

も
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
の
初
め
の
頃
の
時
期
を
指
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
『
御
家
中
は
し
り
廻
り
』
を
見
る
と
、

江
戸
新
陰
流
村
山
作
右
衛
門
宗
次
が
流
を
望
月
隼
人
善
勝

に
伝
へ
、
夫
よ
り
市
橋
新
内
、
河
野
忠
兵
術
矩
明
が
家
に
伝

（
６
）

へ

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
村
山
作
右
衛
門
宗
次
は
柳
生
宗
厳
の

門
弟
の
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
時
期
に
分
派
し
た
江

戸
新
陰
流
が
尾
張
藩
に
逆
流
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
「
剣
術
」
の
方
で
あ
る
が
、
『
尾
張
御
家
中
武
芸
は
し

り
廻
り
』
の
「
剣
術
の
事
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書

か
れ
て
あ
る
。

此
伝
御
国
に
、
始
る
事
は
、
田
島
助
十
郎
と
云
も
の
制
剛

流
剣
術
を
撰
出
し
、
猪
谷
渋
右
衛
門
と
云
者
に
伝
之
。
渋
右

術
門
兼
て
柳
生
蓮
也
（
連
也
の
誤
り
）
の
門
下
に
出
傑
し
、

後
又
福
富
天
然
子
に
も
二
刀
兵
法
を
学
び
、
終
に
剣
術
の
一

家
を
見
開
く
。
ｌ
中
略
Ｉ
其
子
同
姓
唯
四
郎
十
六
歳
よ
り

（

７

）

指
南
を
始
む
。
是
を
猪
谷
流
剣
術
と
云
。
（
）
内
筆
者

こ
の
よ
う
に
、
「
剣
術
」
は
制
剛
流
と
猪
谷
流
が
最
初
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
記
述
が
示
す
時
期
を
考
え
る
と
、

制
剛
流
を
開
流
し
た
田
島
助
十
郎
は
、
新
陰
柳
生
流
第
三
代
柳

生
連
也
斎
厳
包
（
宗
厳
の
ひ
孫
）
の
門
弟
で
あ
る
、
猪
谷
渋
右

衛
門
に
制
剛
流
を
教
授
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
連
也
と
同
期
の

人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
剣
術
」

は
さ
き
の
「
兵
法
」
よ
り
後
に
登
場
し
て
き
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ



近世尾張藩の剣術に関する一考察69

る
と
い
え
よ
う
。

（
二
）
近
世
中
期

こ
こ
で
は
、
『
武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数
書
上
帳
』
並
び

に
『
師
家
姓
名
』
を
基
に
、
こ
の
時
期
の
剣
術
流
派
に
つ
い
て

明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
『
武
芸
師
範
之
輩
並
門
弟
人
数
書
上
帳
』
の
「
兵
法

剣
術
」
の
項
目
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
流
派
名
が

（

８

）

見
ら
れ
る
。

柳
生
流
無
二
流
円
明
流
行
詰
流

佐
々
木
流
新
影
流
兵
法
武
蔵
流
兵
法

こ
こ
に
見
ら
れ
る
流
派
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
し
て
お
く

と
、
無
二
流
、
円
明
流
、
武
蔵
流
兵
法
は
、
朶
な
宮
本
武
蔵
を

流
租
と
す
る
「
二
刀
」
系
列
の
流
派
で
あ
る
。
『
御
家
中
武
芸
は

し
り
廻
り
』
に
よ
れ
ば
、
無
二
流
は
山
田
左
近
太
夫
盛
次
が
流

租
で
あ
り
、
そ
の
門
弟
に
彦
坂
八
兵
衛
忠
重
が
お
り
、
彼
は
後

に
竹
村
与
右
衛
門
頼
角
に
二
刀
を
学
び
、
武
蔵
正
流
直
道
円
明

（

９

）

の
兵
法
を
受
け
継
い
で
い
る
。
な
お
、
『
武
芸
師
範
之
輩
並
門

弟
人
数
書
上
帳
』
に
記
さ
れ
て
い
る
武
蔵
流
兵
法
師
範
の
一
色

茂
左
衛
門
と
い
う
人
物
は
、
円
明
流
の
道
統
に
そ
の
名
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ど
う
い
っ
た
系
統
で
そ
の
流
派
を
受
け
継
い

だ
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
『
張
藩
武
術
師
系
録
』
の
円
明

流
の
項
に
享
保
五
年
よ
り
同
流
の
師
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
武
蔵
流
兵
法
も
円
明
流
系
統
の
流
派
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
（
資
料
１
参
照
）

ま
た
、
行
詰
流
に
関
し
て
は
『
御
家
中
武
芸
は
し
り
廻
り
』

に
、

犬
山
に
は
雨
山
府
右
術
門
正
家
は
行
詰
流
を
藤
井
床
兵
衛

（

ｍ

）

貞
利
に
伝
へ
指
南
せ
り
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
流
派
は
尾
張
藩
の
隣
の
犬
山
地
方

か
ら
流
入
し
て
き
た
流
派
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
様
に
佐

々
木
流
も
、

（

、

）

佐
々
木
大
学
が
流
を
山
田
彦
内
が
家
に
伝
へ
と
あ
り
、
こ
の

（

血

）

佐
々
木
大
学
は
武
州
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
流
派
も
尾

張
藩
に
流
入
し
て
き
た
流
派
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
新
影
流
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
流
派
は
大
塩
与
左

術
門
と
い
う
人
物
が
師
範
を
務
め
て
い
る
。
『
張
藩
武
術
師
系

録
』
を
見
る
と
、
そ
の
系
譜
か
ら
柳
沢
丞
右
衛
門
の
系
統
に
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
（
資
料
２
参
照
）
『
御
家
中
武
芸
は
し
り

廻
り
』
に
は
、

新
陰
流
は
柳
沢
丞
右
衛
門
良
道
よ
り
今
は
山
高
孫
兵
衛
が

（

喝

）

家
に
伝
り
ぬ
。
（
『
張
藩
武
術
師
系
録
』
に
は
良
屋
と
あ
る
）

と
新
陰
流
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
時
代
的
な
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背
景
か
ら
、
大
塩
が
「
影
」
と
い
う
文
字
を
「
陰
」
に
代
え
て

（

皿

）

継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
『
師
家
姓
名
』
に
見
ら
れ
る
流
派
で
あ
る
が
、
こ
こ
に

は
以
下
の
よ
う
な
流
派
名
が
見
ら
れ
る
。

円
明
流
猪
谷
流
新
陰
流
新
影
流
貴
直

流
融
和
流
佐
々
木
流
玄
流
行
詰
流

こ
の
書
を
見
る
か
ぎ
り
、
先
の
武
蔵
流
、
無
二
流
と
い
っ
た

宮
本
武
蔵
の
系
統
の
流
派
が
円
明
流
の
ゑ
に
な
り
、
柳
生
流
が

新
陰
流
に
代
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
初
期
に
「
剣
術
」
の

ジ
ャ
ン
ル
に
属
し
て
い
た
、
制
剛
流
の
系
統
を
受
け
継
ぐ
柳
生

の
門
弟
の
猪
谷
家
が
、
新
た
に
猪
谷
流
を
開
流
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
新
興
流
派
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
す
る
と
、
貴

直
流
は
紀
州
の
稲
垣
十
郎
左
衛
門
貴
直
が
流
租
で
、
兵
法
、

棒
、
長
刀
を
用
い
る
流
派
で
あ
る
。
ま
た
、
融
和
流
は
下
野
国

の
伊
藤
伴
右
衛
門
高
豊
が
流
租
で
、
「
平
法
」
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
に
属
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
流
派
は
い
ず

れ
も
他
国
か
ら
流
入
し
て
き
た
流
派
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ

う
。
な
お
、
こ
の
「
平
法
」
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
『
御
家
中

武
芸
は
し
り
廻
り
』
に
よ
る
と
、

高
豊
は
武
蔵
流
を
伝
て
指
南
せ
し
物
也
。
浅
野
戸
一
左
衛

門
勝
重
其
伝
を
望
と
い
へ
ど
も
、
二
刀
兵
法
の
道
は
故
あ
っ

て
伝
へ
難
き
ゆ
へ
、
潜
に
一
流
を
編
桑
て
是
を
伝
ふ
。
ｌ
中

略
ｌ
此
術
は
太
刀
業
な
れ
ど
も
、
世
に
い
ふ
兵
法
共
、
剣

術
共
少
し
意
味
ち
が
ふ
が
故
に
平
法
と
云
。
尤
今
素
肌
の
勝

負
或
は
品
物
木
刀
の
試
合
に
は
其
相
違
も
之
れ
有
間
敷
、
上

手
の
方
勝
べ
き
事
な
れ
ど
も
、
平
日
喧
嘩
刃
傷
の
用
に
作
り

立
し
平
法
故
、
甲
冑
に
身
を
堅
め
て
戦
場
を
働
為
に
作
り
立

し
兵
法
と
は
其
意
味
相
連
有
べ
き
事
也
。
故
に
平
法
と
い
ひ

（

鴫

）

伝
る
事

と
あ
り
、
武
蔵
流
の
二
刀
系
統
を
受
け
継
ぐ
流
派
で
は
あ
る

が
、
そ
の
開
流
の
意
味
が
戦
を
想
定
い
て
作
ら
れ
た
「
兵
法
」

と
は
違
い
、
日
常
の
小
さ
な
争
い
に
役
立
つ
た
め
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
玄
流
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
『
御
家
中
武
芸
は
し
り
廻

り
』
の
「
大
太
刀
」
の
項
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
が
記
さ
れ

て
い
る
。大

太
刀
は
石
来
清
次
郎
四
迷
と
云
者
父
石
黒
善
太
夫
重
四

に
武
蔵
流
二
刀
兵
法
の
道
を
学
ぶ
と
い
へ
ど
も
、
終
に
一
流

妙
所
に
至
る
こ
と
を
不
得
し
て
潜
に
玄
流
と
号
し
て
大
太
刀

（

略

）

を
使
ふ
術
を
作
り
出
し
、
門
下
に
伝
ふ

そ
し
て
、
『
武
芸
流
派
大
事
典
』
に
は
石
来
清
次
郎
四
迷
が
宝
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（

Ⅳ

）

暦
頃
に
開
流
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後
玄
流
が

尾
張
藩
に
広
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
中
期
に
は
近
世
初
期
に
見
ら
れ
な
い
新

た
な
ジ
ャ
ン
ル
が
生
れ
、
ま
た
、
他
国
の
流
派
が
流
入
し
て
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
近
世
後
期

こ
こ
で
は
、
『
尾
張
武
術
師
系
録
』
並
び
に
『
尾
張
殿
師
役

帳
』
を
基
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
『
張
藩
武
術
師
系
録
』
に
見
ら
れ
る
流
派
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
流
派
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

影
之
流
（
新
影
流
・
新
陰
流
・
柳
生
流
・
疋
田
影
流
・
心

貫
流
）
円
明
流
行
詰
流
佐
々
木
流
猪

田
流
玄
流
貴
直
流
融
和
流
新
外
他
流

大
神
流

こ
の
う
ち
、
新
外
他
流
は
そ
の
系
図
か
ら
一
刀
流
系
統
の
流

派
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た
大
神
流
は
「
初
学
円
明
流
猪

谷
流
而
起
一
流
号
大
神
流
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

尾
張
藩
で
生
じ
た
流
派
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
新
陰
流
系
統

に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
を
総
称
し
て
影
之
流
と
表
し
、
疋
田

影
流
、
心
貫
流
の
名
も
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
流
派

が
尾
張
藩
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
『
張
藩
武
術
師

系
録
』
の
系
譜
か
ら
は
い
え
な
い
。
（
資
料
二
参
照
）

次
に
、
『
尾
張
殿
師
役
帳
』
に
見
ら
れ
る
流
派
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
流
派
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

円
明
流
神
影
流
新
陰
流
新
影
流
猪
谷

流
一
刀
流
貴
直
流
行
詰
流
融
和
流

玄
流
佐
々
木
流

こ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
時
期
新
陰
流
系
統
の
流
派
名
が
混
同

さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
こ
こ
に
見

ら
れ
る
新
陰
流
は
、
本
来
は
尾
張
柳
生
家
に
伝
わ
る
流
派
を
指

し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
近
世
初
期
に
尾
張
藩
に
流
入
し
た
江

戸
新
陰
流
系
統
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
尾
張
柳
生
家
の
流
は

新
影
流
と
称
さ
れ
、
柳
沢
良
屋
の
神
陰
流
が
神
影
流
と
記
さ
れ

て
い
る
。
（
資
料
二
参
照
）

ま
た
、
一
刀
流
の
名
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
と
い

え
よ
う
。
一
刀
流
（
特
に
小
野
派
一
刀
流
）
は
、
新
陰
柳
生
流

と
共
に
徳
川
将
軍
家
の
御
流
儀
に
な
っ
た
流
派
で
、
主
に
江
戸

を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
流
派
で
あ
る
。
こ
の
流
派
は
そ
の

後
分
派
が
進
ゑ
、
い
く
つ
か
の
派
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
流

で
発
展
、
展
開
さ
れ
て
い
く
が
、
な
か
で
も
中
西
派
は
近
世
中

期
頃
か
ら
「
し
な
い
打
ち
」
稽
古
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
今
ま

で
の
「
か
た
」
稽
古
で
得
ら
れ
な
い
実
戦
的
な
要
素
を
取
り
入
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れ
て
い
る
。
な
お
諺
こ
こ
に
見
ら
れ
る
一
刀
流
は
何
派
に
属
し

て
い
る
の
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ど
う
い
っ
た
経
路
で

尾
張
藩
に
流
入
し
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。こ

の
二
つ
の
資
料
を
基
に
、
こ
の
時
期
の
尾
張
藩
剣
術
の
特

徴
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
今
ま
で
の
「
か
た
」
稽
古
を
中
心
と

す
る
流
派
の
他
に
、
「
し
な
い
打
ち
」
稽
古
を
行
う
流
派
が
出
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
剣
術
界
に
お
い
て
は
、
近
世
中

期
頃
か
ら
「
か
た
」
稽
古
に
お
け
る
「
か
た
」
の
形
骸
化
が
進

桑
、
た
ん
な
る
形
の
恐
の
稽
古
が
横
行
し
、
そ
れ
に
伴
う
実
戦

性
の
欠
如
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
太
平
の
世

に
伴
う
社
会
の
安
定
や
、
戦
国
時
代
に
比
べ
て
戦
が
極
端
に
減

っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
傾
向
の
な

か
、
一
部
の
流
派
が
防
具
を
考
案
し
、
木
刀
に
か
わ
っ
て
「
し

な
い
」
を
使
い
、
実
際
に
打
ち
合
う
稽
古
を
行
い
始
め
た
。
こ

れ
が
一
般
的
に
「
し
な
い
打
ち
」
稽
古
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

そ
れ
を
「
か
た
」
剣
術
に
対
し
て
「
し
な
い
打
ち
」
剣
術
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
「
し
な
い
打
ち
」
稽
古
は
、
江
戸
を
中
心
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
が
、
こ
の
時
期
尾
張
藩
に
も
そ
の
傾
向
が
現
れ
始
め
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
玄
流
の
「
大
太
刀
」
の
技
で
あ
る
。
『
張

藩
武
術
師
系
録
』
に
は
、
次
の
様
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

大
太
刀
術
之
中
、
剣
法
品
柄
打
ノ
業
ヲ
属
メ
伝
之

近
来
大
太
刀
ト
与
兵
法
二
流
二
分
テ
相
伝
ノ
師
モ
亦
有
之

こ
の
よ
う
に
、
玄
流
で
は
「
大
太
刀
」
の
中
に
「
し
な
い
打
ち
」

の
技
が
含
ま
れ
、
「
兵
法
」
（
こ
こ
で
は
「
か
た
」
稽
古
を
指

す
と
思
わ
れ
る
）
と
分
け
て
師
が
そ
れ
ぞ
れ
を
伝
授
す
る
と
い

っ
た
形
態
を
取
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
に
そ
の
系
譜

を
見
る
と
、
吉
田
勘
之
丞
某
は
「
兵
法
」
を
吉
田
久
之
丞
重
栄

に
、
「
大
太
刀
」
を
高
橋
鉄
蔵
義
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
相
伝

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
高
橋
鉄
蔵
は
文
化
四
年
に
「
大
太

刀
」
の
免
許
を
受
け
、
同
五
年
三
月
に
師
範
と
な
っ
て
い
る
。

（
資
料
三
参
照
）
こ
の
玄
流
の
場
合
、
元
々
「
大
太
刀
」
の
術

を
中
心
に
し
て
い
た
流
派
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
社
会
的
影
響

を
受
け
て
、
そ
の
「
し
な
い
打
ち
」
稽
古
を
「
大
太
刀
」
の
な

か
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
の
例
は

新
陰
柳
生
流
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
詳
細
は
拙
著
『
尾
張
藩
新

（

肥

）

陰
柳
生
流
の
勢
法
に
つ
い
て
』
に
譲
る
が
、
こ
の
時
期
新
陰
柳

生
流
の
兵
法
補
佐
家
出
身
で
あ
る
長
岡
房
成
と
い
う
人
物
が

「
試
合
勢
法
」
と
い
う
二
百
十
九
本
も
あ
る
「
か
た
」
を
考
案

し
て
い
る
。
そ
の
「
か
た
」
は
『
刀
金
録
・
勢
法
篇
（
と
う
ほ

う
ろ
く
・
せ
い
ほ
う
へ
ん
）
』
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
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容
を
分
析
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
か
た
」
を
、
「
し
な
い
打

ち
」
的
な
稽
古
方
法
で
行
っ
て
い
た
感
が
窺
え
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
新
陰
柳
生
流
も
、
玄
流
同
様
に
社
会
的
な
影
響
を
受
け
、

そ
う
い
っ
た
新
た
な
傾
向
を
取
り
入
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
「
し
な
い
打
ち
」
稽
古
が
、
こ
の
時
期
に
発
生

し
始
め
た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
が
尾
張
藩
剣
術
の
一
つ
の
転
換

期
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
共
に
、
幕
末
か
ら
近
代
に
か
け

て
の
尾
張
藩
剣
術
の
発
展
を
促
す
契
機
に
も
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。四

お
わ
り
に

今
回
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
時
代
の
推
移
と
共
に
剣
術
を
意
味
す
る
名
称
が
変
化
し
、

分
類
が
暖
昧
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
近
世
初
期
の

「
兵
法
」
と
「
剣
術
」
と
い
う
呼
称
は
、
「
兵
法
剣
術
」
や

「
刀
術
」
と
い
っ
た
も
の
に
変
わ
り
、
ま
た
中
期
頃
の
「
兵

法
」
に
は
初
期
の
「
剣
術
」
の
流
派
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
様
な
背
景
に
は
、
折
衷
的
な
流
派
が
現
れ
た
こ
と
と
、
他

国
か
ら
新
た
な
流
派
が
流
入
し
て
き
た
こ
と
で
、
厳
密
な
る

分
類
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

②
近
世
初
期
に
は
、
尾
張
藩
で
生
じ
た
流
派
（
新
陰
柳
生

流
、
円
明
流
、
制
剛
流
）
が
主
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
中
期
頃

に
な
る
と
、
他
国
か
ら
流
派
が
流
入
し
、
ま
た
新
た
な
流
派

を
開
流
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
で
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
現
象

は
、
他
の
芸
道
に
お
い
て
は
家
元
制
度
が
確
立
さ
れ
て
お

り
、
安
易
に
独
立
分
派
で
き
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
に

対
し
、
武
芸
の
場
合
そ
れ
が
容
易
に
で
き
る
と
い
っ
た
特
性

に
帰
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③
近
世
後
期
に
な
る
と
、
尾
張
藩
に
お
い
て
も
今
ま
で
の
稽

古
方
法
で
あ
っ
た
「
か
た
」
稽
古
の
他
に
、
「
し
な
い
打
ち
」

を
用
い
た
稽
古
方
法
を
行
う
流
派
が
現
れ
た
。
こ
れ
は
、
当

時
の
一
刀
流
系
統
の
「
し
な
い
打
ち
」
剣
術
の
影
響
を
受
け

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
一
刀
流

や
そ
の
流
れ
を
汲
む
流
派
が
流
入
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
近
代
に
お
け
る
尾
張
地
方
の
剣
術
様
相
を
変
え
る
一

要
因
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
今
回
の
研
究
で
は
資
料
が
限
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

と
、
流
派
の
時
系
列
的
な
変
容
を
主
眼
と
し
た
た
め
、
各
時
期

の
流
派
間
の
横
の
繋
が
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
は
、
こ
の
時
期
の
剣
術
の
様
相
を
よ
り
明
確
化
す
る
共
に
、
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筆
者
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
新
陰
柳
生
流
が
、
他
流
派
と
の
関
係

の
な
か
で
ど
の
様
に
展
開
、
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る

ｌ
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